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解答・解説　かめの こうら（1年・せつめい文）

問1　ア
もん

二つ目の だんらくに「せなかの ほねと ぴったり つながって います」と かいて あります。こうらと ほねが すきまなく くっついて いる ようすです。
ふた め

問2　ウ
もん

四つ目の だんらくに「あたまや 手、足を こうらの 中に 入れます」と かいて あります。
よっ め て あし なか い

問3　せなかの ほね
もん

二つ目の だんらくに「せなかの ほねと ぴったり つながって います」と かいて あります。
ふた め

問4　（れい）からだを まもって くれる こと。
もん

四つ目の だんらくに「かたい こうらが、からだを まもって くれるのです」と かいて あります。まもる、たすかる などが かけて いれば ○です。
よっ め
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